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「空気・水・熱」の技術で「快適環境・最適空間」を創造する、
メーカー機能を持つ環境エンジニアリングカンパニー

設備工事
事業

機器製造販売
事業

「空気・水・熱」の
コントロール技術

〉〉 本レポートのP35～38において、当社グループの研究開発の詳細を紹介しています。

■ 1925（大正14）年の創業以来、さまざまな空気調和設備工事や給排水衛生設備工事を請け負い、
1973年以降の累計施工件数は19万件に到達しています。

■ 市場トレンドに対応した各種技術については、積極的に知的財産権を取得し、
競争優位性を確保しています。

■ 顧客密着型の事業展開によって、多様な
顧客ニーズの把握が可能となっています。

■ 把握した顧客ニーズを技術開発やサービ
ス・品質の向上に活かすことで顧客数が
増加する好循環サイクルを構築しています。

　朝日工業社グループは、創業以来100年間で培われた「空気・水・熱」のコントロール技術をコアコンピタンスとして、
設備工事事業と機器製造販売事業を展開しています。

市場トレンドに対応するコアコンピタンス 高度化する顧客ニーズに対応した総合提案体制

・運用サポート
・省エネアドバイス
・さらなる改善提案

下請新規顧客

元請継続・
重要顧客

・要望事項の把握
・問題点の把握
・現状設備への改善提案

・最新技術により問題解決案を検討
・設備工事事業店は技術課題に関して
本社技術本部・技術研究所・機器事業部と連携

アフターフォロー

ニーズの
把握

施工
引渡し

提案
顧客の承認

コアコンピタンス

空気 水 熱

サステナビリティ実現に貢献
空気調和設備工事 給排水衛生設備工事

製造業
製造拠点の国内回帰 高付加価値製品へのシフト
省人化（自動化） サステナビリティ対応

相互連携

設備工事
事業店

機器事業部技術研究所

各部門の持つノウハウの共有
顧客のニーズに対するソリューションを連携して提案

■ 製造拠点の国内回帰や省人化が進む中で、「環境エンジニアリングカンパニー」として企業のサステナビリティへの取り組みに
も対応しています。

■ 高度化する顧客ニーズに対して、設備工事事業店、機器事業部および技術研究所が連携して、ソリューションを提供しています。

創業以来100年間で培われたコアコンピタンス

「空気・水・熱」のコントロール技術

顧客密着型の事業展開

特許件数
（特許、実用新案、申請中含む）

187件
2025年3月末時点

高度な技術を活かした

生産・研究環境施設への取り組み
■ 環境に配慮した省エネ技術や専門性が
必要とされる生産・研究環境施設向け
の空調技術などに積極的に取り組むこ
とで、多種多様で高度な技術を蓄積し
ています。
● 直近３カ年の施工量全体に占める
生産・研究環境施設の割合は受注・
売上ともに平均40％超

● 生産・研究環境施設の累計施工件数
は3万件を超え、さまざまな産業に
対する設備工事のノウハウを蓄積

■ 時代の流れによって建設ニーズが変化
する中で、半導体製造工場、データセ
ンターなど近年のトレンドに対応した
技術開発を推進しています。

プロジェクトベースで

一体となった事業運営

ビジネス環境施設（オフィスビル、官公庁舎等）
交通・通信環境施設（空港、駅、テレビ局等）
生活・文化環境施設（学校、ホテル等）

健康・医療環境施設（病院、介護施設等）
流通環境施設（デパート、市場等）
生産・研究環境施設（工場・研究所、データセンター等）
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朝日工業社グループの価値創造

ビジネスモデルと強み 3
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